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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
離
島
の
保
全
・
管
理
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号
）
の
社
会
科
の
解
説
で

あ
る
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）
解
説
社
会
編
」
（
平
成
二
十
九
年
七
月
文
部
科
学
省
。
以
下
「
解

説
社
会
編
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
日
本
の
島
の
数
」
に
つ
い
て
、
従
来
は
「
六
千
八
百
以
上
の
島
」
及
び
「
六
千
八

百
を
超
え
る
大
小
多
数
の
島
々
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
令
和
五
年
三
月
一
日
に
解
説
社
会
編
を
更
新
し
、
こ
れ
ら
の
記
述

を
「
一
万
四
千
以
上
の
島
」
及
び
「
一
万
四
千
を
超
え
る
大
小
多
数
の
島
々
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
と
お
り
、
測
量
に
係
る
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
今
後
も
計
上
の
対
象
と
な
る
「
島
の
数
」
は
変
わ
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
と
お
り
、
「
島
に
つ
い
て
は
、
浸
食
、
海
面
の
上
昇
、
火
山
活
動
等
に
よ
っ
て
、
現
状
が
変
化
し
得
る
」
と
考

え
て
お
り
、
今
後
と
も
、
我
が
国
の
国
土
の
現
状
を
把
握
し
、
「
島
の
数
」
に
つ
い
て
適
時
に
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た



 

２ 

 

い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
誤
っ
た
印
象
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
般
の

計
上
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
に
国
土
地
理
院
が
公
開
し
て
い
る
電
子
国
土
基
本
図
に
描
画
さ
れ
た
島
の
数
を
一
定
条
件
の

下
で
数
え
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
国
土
の
面
積
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
等
の
旨
を
報
道
発
表
に
お
い
て
説
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
我
が
国
の
全
て
の
島
を
対
象
と
し
て
、
現
時
点
に
お
け
る
土
地
の
取
得
等
の
実
態

を
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


